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研究成果の概要（和文）：児童への食育授業実施と伝統的沖縄型食事レシピ提供による家族への情報介入を行っ
た。沖縄県南部地区4小学校を2群学校割り付けによるクロスオーバー型介入研究を２年間、行った。1)食事摂取
の変化2)栄養知識の介入前後の変化を測定した。介入前では、家族機能と食事に関する家族会話、栄養知識、食
摂取行動との間に関連があった。家族機能の得点群ごとの比較では、介入群と対照群の栄養知識の正答率に差が
見られた。家族機能の低値群では、介入群の正答率の上昇は、対照群と比較して高く、介入効果は、家族機能低
値群に大きく作用している可能性が見られた。家族会話は、児童の栄養知識も高め、間接的にも野菜摂取を促進
させていた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine intervention effect of food 
education and traditional Okinawan diet recipe for school children and their guardians on dietary 
health promotion.  This study design was crossover intervention study with 4 elementary schools in 
the southern Okinawa prefecture.  Changes in dietary intake and nutrition knowledges were measured 
before and after intervention. In the low score group of family functions, the increase in the 
correct answer rate of the nutrition knowledges was higher than that of the control group after 
intervention.  Some family styles factors such as family conversation between child and guardians 
increased the nutritional knowledge of the child, indirectly promoting the intake of vegetables.

研究分野： 栄養疫学、公衆衛生学
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１．研究開始当初の背景 
本研究の先行研究として沖縄野菜とかつお
だしを豊富に使った伝統的料理を現代風に
アレンジした食事を提供し、無作為割付介入
試験を行っている（チャンプルースタディ）。 
伝統的沖縄食を無作為化割付介入により米
国人、首都圏在住、沖縄県在住の住民に摂取
させたところ、DASH 食と同様の降圧効果
（Todoriki 2008）を示した。また、緩やか
な伝統的沖縄食の情報介入でも降圧効果を
有することを確認した。 
Marmot によれば、ソーシャルキャピタル(社
会関係資本)が死亡の低減に寄与していると
述べている。沖縄の社会経済的環境は、全国
と比較して県民所得が低く、離婚率、失業率
などが極めて高いが、1925 年以降の平均寿命
の推移は継続的に高位にあり、近年まで女性
は 1位を維持していた。沖縄は、地域におけ
るソーシャルキャピタル指数は全国でも最
も高位にある(近藤ら ISSC2012)。 
 今回の介入に、子→親への働きかけを活用
して親への行動変容や意識変化に有効であ
るかを検証する。禁煙教育では小中学生への
喫煙予防教育を介した親の喫煙行動意識に
変 化 をもた ら すこと が わかっ て い る
(Maehashi 2012)。子の言葉が親の食行動変
容に関連するかどうかを学校給食における
食育と地域のソーシャルキャピタルに関す
る検討が可能である。 
 以上の背景から沖縄県民の 2・3 世代に対
して社会経済要因を背景としたソーシャル
キャピタルを食事介入に活用してどのよう
な効果をもらすか検討を行う。 
 
２．研究の目的 
(1)子供から親への働きかけは親の行動変容
に有効か。成人への行動変容を促す介入効果
は、本人自身が主体的に動かない限り効果は
限定的である。学校の食育の時間で野菜摂取
や減塩教育を受けた子供が家庭に戻り、子供
から親へ働きかけることが、親世代への有効
な介入方法であるかを明らかにする。すなわ
ち、個別介入と集団介入を併用し、子の親へ
の言葉が、親の食事(減塩、野菜摂取)に対す
る行動変容と関連しているかどうかを明ら
かにする。家庭の絆による介入方法が有効か
どうかを検討する。 
(2) 健康リスクの低減を目指した食育プロ
グラムの開発。従来の食育は、科学的根拠を
持った取り組みが少なく、特に児童・保護者
の栄養に関する知識と実際の栄養摂取状況
との関連が明らかでないままに行われてき
た。さらに、学童・保護者の健康行動変容を
目的とした栄養疫学的方法論を伴う介入研
究が乏しかった。本研究は、沖縄県における
小学校児童と保護者を対象に、チャンプルー
スタディを基にして開発された伝統的沖縄
食の現代版レシピを学校給食のメニューに
導入し、食育授業と情報介入を行うことによ
り、児童・保護者の食行動変容に関する実証

研究を行う。 
 
３．研究の方法 
学校割り付けによるクロスオーバー型介入
研究(図１) (調査対象)沖縄県 Y町立小学校
4 校在籍の小学生とその保護者のうち、研究
参加への同意が得られたもの。尿検査と質問
票調査は学校の食育の一環として行われ、結
果は食育授業で使用された。保護者から調査
結果の研究目的での使用許可が得られた場
合のみ、児童のデータを研究者側が使用した。
保護者については、研究参加に対する同意が
得られた者だけを対象に、尿検査・質問票調
査を行った。前期介入群と後期介入群に、各
群 2校を割り付けし、介入効果の評価を行っ
た。(調査項目)(1)随時尿検査: 学校健診で
行われる尿検査に項目を追加する形で、全児
童を対象に行った。同意を得た保護者の尿検
査も行った。検査項目はナトリウム、カリウ
ム、クレアチニンである。(2)朝倉らの開発
した質問構造及び質問内容を詳細に検討し
た栄養知識質問票、食事調査には児童には小
中学校生用 BDHQ15y、保護者には成人用
BDHQ(簡易型自記式食事歴法質問票)を用い
た。家族指標として家族機能尺度(Olson,et 
al.,1985 の日本語版)を用い、この質問項目
のうち、凝集性に関わる 3項目、適応性に関
する 4項目を選び、両者の合計値の点数化を
行った。生活習慣・社会疫学質問票 (3)学
校健診: 身長・体重・歯科データ。(介入項
目) ①BDHQ を用いた食育授業 ②野菜の日
（毎月 19 日）にチャンプルースタディ学校
給食版レシピ本に基づく学校給食の提供 
③情報介入：野菜の日に提供している学校給
食のレシピと食育ニュースレター(ランチョ
ンマット)の配布 ④チャンプルースタディ
レシピ本(一般編、学校給食編)の配布 ⑤ 
栄養・食事に関する食育クイズの1回/1か月、
配布(「食育がんばりファイル」として、各
児童に 1冊、配布。児童は、ファイルを自宅
に持ち帰り、食育クイズを回答の上、保護者
が採点し、解答資料を参考に児童に説明する
形式をとっている。) ⑥BDHQ 調査と結果返し
（2回）を実施する。BDHQ 調査の結果は、可
能な限り食育授業の中で活用(表 1)。 スタ
ディの実施期間は 2年間、介入期間は前・後
期群とも各 1年間である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1 研究デザイン 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1) 1 年間の介入前後の対象者は、研究への
参加同意を得られ参加したものは、児童にお
いてベースライン調査(介入前)および、1 年
後の時点において、それぞれ1218名及び1181
名であった。保護者では、434 名及び 457 名
であった。2 年目の家庭数の把握が完全では
ないため、同意率は概数であるが、児童にお
いて約60%、保護者において約30%であった。 
1 年間、連続して参加した同一家庭における
児童・保護者数は、2-3 年生(低学年とする)
で 146 名、高学年(5-6 年生)で 181 名であっ
た。食育授業は、先行研究において判明して
いる沖縄県児童の過剰または不足栄養素で
ある、食塩(過剰)、カルシウム(不足)をとり
あげた。不足食材として野菜もあるので、学
校給食時における食育授業の題材としてと
りあげた。 
 本研究において BDHQ を情報介入に用い、
この結果を食育授業において活用した。BDHQ
の結果は栄養素別に示されているので、食事
摂取と健康(病気)との関係性が食育授業に
おいて、個人ごとに明示できたものと考えら
れる。さらに、食育授業において、児童に結
果と授業の内容を家庭でも話すように、授業
の中で組み入れた。 
介入効果については、より詳細な解析を実

施しているが、ベースライン調査における解
析結果から、児童・保護者の栄養知識レベル
と野菜摂取量との関連が見られ、さらに家庭
における会話の豊富さなどが、栄養知識レベ
ルと関連していることが示唆されている。  
 
(2) 家族機能尺度得点(以下、家族機能)の合
計値を、低値、中値、高値群の 3分位に分割
した。それぞれ栄養知識質問票正答率(以下、
正答率)、1,000kcal あたりの野菜摂取量につ
いて、食育介入前後の比較を行った。家族機
能の得点群ごとに比較すると、栄養知識の食
育介入前後の、介入群と対照群の正答率に差
が見られた。家族機能の低値群では、介入群
の介入前後の正答率の上昇は、対照群と比較
して高く、介入効果は、家族機能低値群に大
きく作用している可能性が見られた。一方、
家族機能の高値群では、介入前後の差は、介
入群、対照群ともに大きな変化は見られなか
った。野菜摂取量の食育介入効果は、家族機

能の低値群、高値群ともに、家族機能の違い
による介入効果は見いだされなかった。 
因果モデル解析では、家族機能と食事に関

する家族会話、栄養知識、食摂取行動との間
に因果性が見いだされ、家族会話は、児童の
栄養知識も高め、間接的にも野菜摂取を促進
させていた。家族機能(適応性と凝集性)が家
族会話に有意な正の影響を及ぼしていた。家
族のようなソーシャルキャピタルにおける
中間組織(メソレベル)の果たす役割は、食育
において重要な意味を持つ可能性が大きい。 
 
まとめ 
栄養知識正答率では、家族機能尺度得点の低
い家庭の児童の場合、食育介入による効果は
大きい可能性がある。野菜摂取量に関しては、
食育介入による効果は明瞭ではなく、介入方
法の検討が必要である。今後、学校・家庭に
おけるコミュニケーションなども考慮した
介入方法について、さらなる研究が必要であ
る。 
 本研究の地域における展開として、本研究
を実施した Y 町では「Y 町食育スタディ推進
員」の制度化を行い、住民、行政と大学研究
者が共同で地域全体の住民参加の取り組み
が開始されている。今後、科学的エビデンス
のさらなる蓄積と、長期にわたる地域の力を
活用したヘルスプロモーションの取り組み
が必要とされる。 
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演)，2013 年 11 月 21 日，沖縄コンベンシ 
ョンセンター(沖縄県宜野湾市) 

⑭ 小浜敬子，安仁屋文香，高倉実，崎間敦， 
白井こころ，金城昇，等々力英美，武村克 
哉，奥村耕一郎，大屋祐輔；沖縄県民にお 
ける肥満・生活習慣病の経年推移－平成 
20年および平成22年の特定健診結果から 
－，第 45 回沖縄県公衆衛生学会，2013 年 
11 月 1日，沖縄県市町村自治会館(沖縄県 
那覇市) 

⑮ 崎間敦，高倉実，白井こころ，金城昇， 
等々力英美，武村克哉，奥村耕一郎，大屋 
祐輔；特定健診からみた沖縄県の健康課題， 
第 45 回沖縄県公衆衛生学会，2013 年 11 
月 1日，沖縄県市町村自治会館(沖縄県那 
覇市) 

⑯ 崎間敦，等々力英美，白井こころ，高倉 
実，金城昇，小浜敬子，安仁屋文香，武村 
克哉，奥村耕一郎，大屋祐輔；沖縄の健康 
長寿復活に向けた健康行動実践モデル実 
証事業：ゆい健康プロジェクト，第 45 回 
沖縄県公衆衛生学会，2013 年 11 月 1 日， 
沖縄県市町村自治会館(沖縄県那覇市) 

⑰ 根川文枝，等々力英美，金城昇，佐々木 
敏；学童栄養調査からみた沖縄における食 
塩摂取と食環境，第 45 回沖縄県公衆衛生 
学会，2013 年 11 月 1日，沖縄県市町村自 
治会館(沖縄県那覇市) 

⑱ 等々力英美；沖縄の長寿の危機から何を 



学ぶか？－青少年の食環境と関連して－， 
第 43 回九州地区大学保健管理研究協議会 
(招待講演)，2013 年 8月 30 日，ホテルロ 
イヤル・オリオン(沖縄県那覇市) 

⑲ 等々力英美；「栄養と加齢の生物学」伝統 
的沖縄型食事介入研究(チャンプルースタ 
ディ)から長寿の危機をどのように学ぶ 
か？戦後沖縄の栄養転換と関連して，第 
67 回日本栄養・食糧学会大会(招待講演)， 
2013 年 5月 25 日，名古屋大学(愛知県名 
古屋市) 

 
〔図書〕（計 2件） 
① 等々力英美 他 藤田陽子 渡久地健 かり 

またしげひさ編，九州大学出版会，島嶼地 
域の新たな展望，2014 年，382(171-187) 

② イチロー・カワチ 等々力英美 編，日本
評論社，ソーシャル・キャピタルと地域
の力：沖縄から考える健康と長寿，2013
年, 239(97-110) 
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報道関連情報 
① 「沖縄型食で血圧低下」沖縄タイムス、 
2017 年 3月 15 日 

② 「食事介入研究 沖縄型伝統食の食育を  
料理紹介と講演で大切さ説明」八重山毎
日新聞、2017 年 3月 8日 

③ 「県産野菜の消費拡大 沖縄型食事で健康
長寿に」八重山日報、2017 年 3月 8日 

④ 「生活習慣病の改善に効果 伝統的沖縄型 
食事 チャンプルースタディ報告会」宮 
古毎日新聞、2017 年 3月 7日 

⑤ 「科学する人㊤沖縄の伝統食を研究・○中沖 

縄野菜パワーに着目・○下沖縄を再び長寿 
県に」熊本日日新聞、2016年10月26日， 
11 月 2日，9日 
＊他、岐阜新聞，東奥日報，中国新聞， 
静岡新聞，神戸新聞，山陽新聞，中部 
経済新聞，福井新聞，沖縄タイムスに 
も同様の記事掲載。 

⑥ 「あのときそれから 全国 1位復活へ取り 
組み」朝日新聞、2016 年 9月 7日 

⑦ 「杉本さんレシピ最優秀 島野菜料理コン 
テスト」琉球新報、2016 年 2月 7日 

⑧ 「沖縄の健康食材発信 スーパーフード協 
設立」沖縄タイムス、2015 年 10 月 31 日 

⑨ 「すこやかカフェ 伝統的沖縄料理、給食 
で」読売新聞、2015 年 5月 10 日 

⑩ 「豊見城の食堂と琉大コラボ弁当」琉球 
新報、2015 年 2月 20 日 

「減塩弁当いかが」沖縄タイムス、2015 年 
2 月 19 日 

⑪ 「カラベジ食べ健康に 八重瀬商工会朝市 
で地元野菜 PR」沖縄タイムス、2015 年 2 
月 12 日 

⑫ 「高血圧や肥満予防に 県産野菜消費拡大 
で講演」八重山日報、2014 年 12 月 21 日 

⑬ 「１００年レシピ（６１）ゴーヤチャン
プルー 素朴で味わいしっかり（連載）」
読売新聞、2014 年 10 月 7日 

⑭ 「（今さら聞けない＋）平均寿命 ０歳児
が「何年生きるか」朝日新聞、2014 年 9
月 27 日  

⑮ 「島野菜食べて長寿に 読谷 研究基に県 
が講習」沖縄タイムス、2014 年 9月 7日 

⑯ 「減塩＋野菜たっぷり 八重瀬の 4校食育 
スタート」沖縄タイムス、2014 年 4月 
22 日 

⑰ 「食育への認識深める 地区学校給食研  
琉大教授ら招き講演会」宮古新報、2014 
年 1月 29 日 

「地域の健康づくりで提言 専門家招き食 
育講演」宮古毎日新聞、2014 年 1月 29 
日 

「沖縄食活用で健康戦略を 等々力准教授  
長寿県復活で提言」八重山日報、2014 年 
2 月 1日 

「長寿県の復活を 等々力琉大准教授沖縄 
料理のよさ語る」八重山毎日新聞、2014 
年 2月 2日 

⑱ 「薄味で健康改善 新報女性サロン」琉球 
新報、2013 年 11 月 20 日 

⑲ 「日々の食卓親子で点検 八重瀬の小学校 
新たな食育推進」沖縄タイムス、2013 年 
11 月 15 日 

⑳ 「平成 25年度琉球大学公開講座『沖縄の 
健康長寿と地域医療－長野に学ぶ地域 
保健対策－』伝統食摂取減に警鐘」沖縄 
タイムス、2013 年 7月 30 日 

㉑ 「～緊急取材！沖縄クライシスの実態～ 
健康長寿の秘策を探せ！」毎日放送、 
2013 年 10 月 20 日(日) 7:00～ 7:30 
健康カプセル！ゲンキの時間    
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